










研究目的 

極小未熟児の救命率向上に伴い,未熟児のクル病が注目されてきた。その多くは X線上のク

ル病性変化もいたらず回復するが,より低栄養下におかれ,かつ長期間の施設内管理を要す

る極小未熟児においては，病的骨折さらには慢性呼吸障害をも起しうるため予防が望まれ

る。 

そこで 1α-D3 を投与し,そのクル病発生予防効果につき,血清アルカリ・フォスファターゼ

(AL.P.),血清カルシウム(Ca)および血清リン(P)濃度を測定,その推移より検討してみた。 


